
器官制御生理学学士試験問題（150分）
大橋先生担当分

平成 24年 8月 28日

【 I 】次の問題を生理学的根拠に基づいて、筋道を立てて論理的に説明しなさい。（20点）

1. 生体の機能は細胞の作り出すタンパク質の量と質と活性によって規定されると言われるが、蛋白質（酵素）
の活性によって規定されている細胞機能の実例を挙げ、その仕組を具体的に説明しなさい。

2. 赤血球があのような円盤形を保持している仕組みを説明し、その形を保持している生理学的意義あるいは意
味について 2つ（循環器系と呼吸器系）に大別して、説明しなさい。

3. 原子の中に自由電子を持っているような物質をラジカル物質と言うが、酸素ラジカル物質の中で生体機能と
して有益に働いている実例を挙げ、その仕組を具体的に説明しなさい。

4. 生体の中における興奮－分泌連関機能の実例を挙げ、その仕組を具体的に説明しなさい。

【 II 】次の生理あるいは病態生理現象の発生する仕組みを、生理学的根拠に基づいて筋道を立てて論理的に説明しな
さい。（20点）

1. 正常機能の心臓においては、拡張末期容量が増加すれば増加するほど、一回拍出量は増加する（心臓の Frank-
Starlingの法則）と言われている。横紋筋の Length-Tension Curveと照らし合わせてこの相違の理由を説明
しなさい。

2. 病院を来院して白衣を見ると血圧が上昇しやすい白衣高血圧症は、拡張期血圧（最低血圧）の方で血圧上昇
が著しい傾向にあると言われている。その理由を説明しなさい。

3. 洞穴のような構造の底に湧き出しているイオウ源泉で、硫化水素中毒で人が死に至るような事故が発生した
例がある。死に至ったわけを生理学的根拠に基づいて説明しなさい。

4. 赤血球内の解糖系の代謝経路に関与する酵素の一つが生まれつき欠損している患者さんには、貧血と黄疸の
症状がみられる。その理由を生理学的根拠に基づいて説明しなさい。

【 III 】次の症例の検査データをよく読み、問題に答えなさい。（20点）

(症例 1) 赤血球 200万個/mm3

ヘモグロビン濃度 8g/dl
ヘマトクリット 27%

の貧血の患者さんのMCVを算出し、その値について評価しなさい。

(症例 2) PaCO2 14mmHg
PaO2 120mmHg
HCO–

3 6mM

血液ガス分析結果がこの患者さんの血液の [H+]を算出しその値について評価しなさい。

(症例 3) Na+ 145mEq/l
K+ 6.0mEq/l
Cl– 100mEq/l
HCO–

3 12mEq/l

この患者さんのアニオンギャップ値を算出し、その値について評価しなさい。

(症例 4) 5.4%のグルコース（C6H12O6）溶液の浸透圧濃度を算出し、その値について評価しなさい。

(症例 5) 血漿の K+ 濃度が 4.0mEq/l から 8.0mEq/l に上昇した時、心室筋（細胞内の K+ 濃度は 160mEq/l
とする）の静止膜電位は、どちらの方向にどのくらい変化するかを評価しなさい。（log 2 = 0.301、
log 5 = 0.699）

【 IV 】器官制御生理学の講義、実習、試験などの大橋担当分について、コメントを述べて下さい。批判的な意見であっ
ても採点上不利になることはありません。（5点）
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【 V 】呼吸生理学に関する以下の問題について答えなさい。（15点）

1. （症例）
18歳、男性、生来健康で特に呼吸器の疾患を指摘されたことはなかった。
ある日、合唱部で大声を出した時、突然右胸部に疼痛を覚え、呼吸苦も自覚したため呼吸器内科を受診した。

身長 180cm
体重 60kg

この症例について以下の問に答えなさい。

a. この患者さんの体型から計算すると、予測肺活量は 4610mlであるが、初診時の肺活量の検査値はどうなっ
ていると思われるか。説明しなさい。

b. 胸部 X線写真ではどのような所見が得られると考えられるか。説明しなさい。

2. 正常なヒトの安静呼吸時の、吸気と呼気における胸腔内圧と肺胞内圧との関係について（大気圧と比べて陽
圧になっているか陰圧になっているか）説明しなさい。

【 VI 】消化・吸収生理学に関する以下の問題について答えなさい。（15点）

1. （症例）
45歳、女性。健康診断で高コレステロール血症を指摘されていたが、その他に特に異常所見を認めなかった。
昼食に天ぷらそばを食べた後、急に上腹部の疼痛を自覚し、救急車にて病院に搬送された、

搬送時、本人は自覚していなかったが眼球結膜が黄染していることに救急救命士が気づいた。主な検査値は

下記のとおりである。

（検査値） 血清総コレステロール値 275mg/dℓ

血清総ピリルビン値 2.2mg/dℓ

血清アミラーゼ値 150U/ℓ（正常値）

a. 最も疑われる疾患は何か。理由を附して述べなさい。

b. 全身の皮膚よりも眼球結膜に黄染が見やすかった理由を説明しなさい。

2. 炭水化物の消化・吸収について、口腔から小腸における各部位でのしくみを生理学的に説明しなさい。

【VII】腎臓生理学に関する以下の問題について答えなさい。（15点）

1. （症例）
50歳男性。最近、頭痛・発熱・口渇を自覚するようになったため精査目的で来院した。
血液検査（抜粋）

尿素窒素 10mg/dℓ、 クレアチニン 0.7mg/dℓ、 空腹時血糖 90mg/dℓ

尿検査（抜粋）

尿量 5040ml/日、 尿比重 1.002、 尿糖 (−)、 尿蛋白 (−)、 尿中クレアチニン 35mg/dℓ

a. 本症例のクレアチニンクリアランスを計算しなさい。

b. クレアチニンクリアランスは臨床上、腎機能のうち何の指標になるか、理由も付して説明しなさい。

c. 頭痛を自覚しているため脳 CT撮影を行ったところ、視床下部から下垂体にかけて脳腫瘍が発見された。
上記検査結果の異常値に関連があると思われるホルモン名を挙げ、そのホルモンが腎臓にどのような影響

を及ぼすか説明しなさい。

【VIII】器官制御生理学の講義、実習、試験などの河合担当分について、あなたの意見や感想を述べて下さい。批判的な
意見であっても採点上不利になることはありません。（5点）


